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結果が出ていない新人の言い訳……どうする？
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ゆとり世代の叱り方・教え方を具体的なケースで学ぶ連載の第15回。「成果が出てないのに『そのうち取り返します』と反省
が見えない」、「派手な服装をしていながら『見た目で判断しないで』と主張する」ケースの対処法です。

Q 今年配属された部下にいくつか仕事を任せましたが、なかなか成果が出ません。ところが、つい先
日「そのうち大きな仕事で取り返しますよ」と言っているのを聞いて驚きました。

A 「うまくいかないこと」を受け入れるのが苦手です。目の前のうまくいかないことと向き合わせましょう。

「そのうち取り返しますよ」と言うのは、目の前のうまくいかないことから目をそらしたいという一面と、「自分は（仕事が）できる
はずだ」という根拠のない自信とが組み合わさって出てくる言葉です。

特にゆとり世代は失敗することに慣れていないので、それをなかなか受け入れることができません。悪い場合は上司や先輩
のせいにしたり、環境のせいにしたりします。そこまでいかなくても、目をそらして次に進みたい、この案件はなかったことに
したい、という気持ちの表れなのです。

また普通なら、「この仕事ができなかった。次は大丈夫かな」と不安を持つはずですが、「自分はできる」と過信していますか
ら、今回失敗したのはたまたま不運で、次は成功すると考えています。

「ピンチの次はチャンスさ」という前向きの思考はある意味、ゆとり世代のいいところでもあるのですが、この考え方を「ピンチ
こそチャンスなんだ」と変えさせてください。ピンチになったのは、「なぜピンチになったのかを真剣に考え、反省し、次はき
ちんと成果を出せるようになるためのチャンス」だと考えさせるのです。

目の前の失敗から目をそらさず、失敗は失敗として受け止め反省し、分析して次につなげる。この「自責サイクル」を回せる
ようになれば、放っておいても仕事ができるようになっていきます。今こそ、冷静に仕事を見つめ直すチャンスなんだというこ
とを教えてください。

【対処法のポイント】
反省し、分析し、次につなげる「自責サイクル」を回せるようにする。

Q 「見た目で判断しないで、中身を見てください」――今年の新人の口癖です。茶髪で派手な服装を
、言葉でごまかしているようにしか思えません。… 続きを読む
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